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研究成果概要 
	 CTA大口径望遠鏡(Large Size Telescope: LST)の 23m口径の主鏡は、六角形(約 2m2)
の分割球面反射鏡約 200枚を放物面状に並べて構成される。この分割鏡には、我々と「三
光精衡所」が共同で開発した日本製の鏡が採用される。その一方で、鏡の重量は 47kgで
あり、品質検査測定等の作業効率さらに向上させるためにも、本研究にて、CTA大口径
望遠鏡用の軽量分割鏡の開発に取り組んだ。 
 
	 現在の LST用分割鏡は、60mm厚のアルミハニカムを 2.7mm厚のソーダライムガラ
ス２枚で挟み、その周辺枠は、ガラスとの温度係数を考慮しステンレス（SUS410）製の
板で構成されている。総重量約 47kgの内、ガラスが約 27kgと半分以上を占めることか
ら、具体的には「ガラスの軽量化」を行うことにした。そこで、近年のスマートフォン

やタブレット PC に使用されている「化学強化ガラス」に注目。通常のソーダガラスよ
り 8倍程度の強度を持つ旭硝子社製の「Dragontrail X」を採用した。試作鏡として、60mm
厚のアルミハニカムに「Dragontrail X」を両面から挟んだ 50cmx50cmの小型鏡を作成
した。「Dragontrail X」は、0.7mm厚、1.3mm厚、2.0mm厚の三種類を使用した。鏡
面精度は、宇宙線研究所に我々が構築した「Phase Measuring Deflectometry法」を用
いて測定した。三種とも、鏡面精度は理想球面からのズレが 20μm以内に収まっており、
目標の精度に達している事を確認できた。また、ガラス衝撃耐久性の試験として、CTA
の環境試験マニュアルに沿って、金属製の玉の落下テストを３パターン実施し、その後

の表面ガラス変形具合を評価した。2.0mm 厚のガラスの場合、変形は最大 20μm 程度
であり問題なかった。一方 1.3mm厚の場合、一番厳しい条件（直径 3cmの 100gの玉を



50cm上から 10回）にて、50μm以上の変形が見られた箇所があったが、要求条件（2cm
の 32gの玉を 100cm上から 10回)では、最大 30μm程度であった。一方で、0.7mm厚
の場合、要求条件でも 50μm 以上の変形が見られた。ここから、2.0mm 厚を用いる事
で、衝撃耐久性も満たす軽量化した分割鏡が作成可能と期待できるが、さらなる軽量化

の可能性を探るために 1.3mm厚での試験を再度繰り返した後、最終的な仕様を決定する
予定である。 
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